
   

 

共

育

を

考

え

る

部

会

で

は

、

第

５

回

お

ぶ

せ

未

来

共

育

会

議

と

口

頭

詩

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

つ

い

て

準

備

を

進

め

て

い

ま

す

。

 

第

５

回

お

ぶ

せ

未

来

共

育

会

議

は

、

本

年

度

は

12

月

３

日

(

土

)

午

後

の

開

催

を

予

定

し

て

い

ま

す

。

こ

の

会

議

の

目

的

は

、
「

町

民

や

保

護

者

が

共

育

に

対

す

る

意

識

を

高

め

る

機

会

と

し

、

こ

の

会

議

を

通

し

て

子

ど

も

を

真

ん

中

に

町

民

と

地

域

が

共

に

育

つ

ま

ち

づ

く

り

を

進

め

る

こ

と

」

で

す

。

そ

し

て

、

５

回

目

の

テ

ー

マ

は

コ

レ

。
「

み

ん

な

が

笑

顔

に

な

る

挑

戦

」

～

こ

の

学

校

は

誰

が

つ

く

る

ん

で

す

か

？

こ

の

町

は

誰

が

つ

く

る

ん

で

す

か

？

 

み

ん

な

で

す

～

 

映

画

「

み

ん

な

の

学

校

」

を

み

ん

な

で

見

ま

 

    

す

。

今

か

ら

予

定

に

入

れ

て

お

い

て

く

だ

さ

い

ね

。

 

続

い

て

口

頭

詩

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

つ

い

て

で

す

。

皆

さ

ん

、
「

口

頭

詩

」

っ

て

知

っ

て

い

ま

す

か

？

口

頭

詩

と

は

幼

児

の

話

し

た

詩

的

で

お

も

し

ろ

い

言

葉

や

話

を

大

人

が

書

き

取

っ

た

も

の

で

す

。

こ

の

口

頭

詩

を

町

民

の

皆

さ

ん

か

ら

募

集

す

る

と

い

う

も

の

で

す

。

応

募

方

法

に

つ

い

て

詳

細

が

決

定

し

ま

し

た

ら

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

も

う

少

し

お

待

ち

く

だ

さ

い

。

 

 （

口

頭

詩

は

こ

ん

な

感

じ

で

す

。

）

 

 

ば

あ

ち

ゃ

ん

の

サ

ン

グ

ラ

ス

を

か

け

て

み

て

…

 

う

わ

～

ぜ

ん

ぶ

お

茶

に

な

っ

た

！

 

（

サ

イ

ロ

９

月

号

よ

り

）

 

  

  

定

住

促

進

部

会

は

発

足

か

ら

１

年

を

経

過

し

ま

し

た

が

、

こ

の

間

に

抽

出

し

た

テ

ー

マ

に

つ

い

て

討

議

を

重

ね

、

い

く

つ

か

の

形

を

作

り

つ

つ

あ

り

ま

す

。

 

移

住

希

望

者

の

た

め

の

空

き

家

バ

ン

ク

の

整

備

に

つ

い

て

は

、

移

住

定

住

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

と

共

に

検

討

を

重

ね

、

チ

ラ

シ

を

作

成

し

、

町

民

の

皆

さ

ん

か

ら

登

録

で

き

る

情

報

を

い

た

だ

く

こ

と

と

し

ま

し

た

。

是

非

と

も

物

件

情

報

を

お

寄

せ

く

だ

さ

る

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 

賃

貸

に

関

す

る

問

題

に

つ

い

て

は

、

移

住

定

住

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

が

ご

相

談

に

応

じ

ま

す

の

で

、

少

し

で

も

ご

意

向

が

あ

る

よ

う

で

し

た

ら

ご

一

報

く

だ

さ

い

。

 

一

方

、

進

め

て

ま

い

り

ま

し

た

転

入

者

・

転

 

    

出

者

に

対

し

て

の

ア

ン

ケ

ー

ト

は

ほ

ぼ

出

来

上

が

り

、

県

が

行

っ

て

い

る

ア

ン

ケ

ー

ト

と

の

擦

り

合

わ

せ

の

段

階

と

な

り

ま

し

た

。

結

果

を

見

て

実

施

の

予

定

で

す

。

 

こ

れ

に

よ

り

１

年

で

あ

る

程

度

の

成

果

を

得

ら

れ

た

と

考

え

、

次

の

新

た

な

テ

ー

マ

の

設

定

を

模

索

す

る

こ

と

と

い

た

し

ま

し

た

。

定

住

促

進

は

広

い

複

合

的

な

問

題

で

あ

り

、

テ

ー

マ

に

よ

っ

て

は

各

部

会

と

の

連

携

が

必

要

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

           

                                   

 
 
 

                                  

広報委員会報告 

(VTR・静止画撮影記録を含む) 

6/26 移住ツアー撮影同行 

7/25 ボイス 15号の記事 

 編集委員会 

8/5 ビア・アーベント 

 記録撮影 

8/25 ボイス原稿締め切り 

9/2 撮影記録の会議 

9/5 ボイス15号の原稿確認 

 レイアウトの開始 

 

定

住

促

進

を

考
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る

部

会

活
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報

告

 

部

会

長

 

櫻

井

敏

夫

 

 

 

お試し移住ツアーに同行 

6/25(土)、26(日)に行われた「お試し移住ツアー」に同行しました。

小布施町への移住希望者がコーディネーターとともに公共施設や空き

家をめぐり、小布施での暮らしをイメージしていただく企画です。 

「「「「いいねいいねいいねいいね」」」」がががが 100100100100    

件件件件をををを超超超超えましたえましたえましたえました    

【3】第 15 号 小布施まちづくりボイス 2016 年（平成 28 年）9 月 20 日 

共

育

を

考

え

る

部

会

活

動

報

告

 

部

会

長

 

元

田

和

行

 

2016 年（平成 28 年）9 月 20 日 小布施まちづくりボイス 第 15 号【2】 

                                        

           

                        

                                   

                                   

      

 

   

  

 

交流を考える部会とのコラボ 

おぶせ藤岡牧夫美術館 塩原理絵子 

７月 24 日(日)、まちづくり委員会とおぶせ藤岡

牧夫美術館共催の毎年恒例の「スイカ割り＆お絵

かき教室」を当館で開催し、例年以上に多くの皆

様にご参加いただきました。 

スイカ割りは、高学年以上と低学年以下の二手

に分かれ、それぞれ目隠しをしてスイカをねらい

当てます。保護者の皆さんからの応援の声に応え

ながら、思いきり力を込めて棒を振り下ろしてい

ました。自分たちで割ったスイカの甘さはひとし

おです。 

お絵かき教室では、色とりどりの夏野菜をよく

観察しながら、画面いっぱいに絵の具やクレヨン

を走らせている姿が印象的でした。今回はコンテ

ストにも出品するので、皆さん張り切って取り組

んでいました。 

毎年、ご協力くださるまちづくり委員会交流部

会の皆様には心より感謝申し上げます。 

交流部会 活動報告 

福祉を考える部会 活動報告 

部会長 花村一三 

先に実施しましたアンケートには、多くの皆様

から貴重なご意見を頂戴いたしまして、大変あり

がとうございました。今回のアンケートでは、「高

齢者福祉」「障害者福祉」「児童福祉」「生活困窮者」

「その他」の５つのカテゴリーに分けて、皆様か

らご意見を頂戴しましたが、寄せられた内容は本

当に生活に密着した問題や課題もあり、障害者や

児童福祉に対する課題も多く寄せられました。こ

れを受けて、今後は高齢者福祉に限らず、その課

題についても掘り下げて行ければと思います。な

お、アンケートの内容については現在まとめ作業

を行っていますので、まとまり次第共有できれば

と思います。 

現在、福祉部会では高齢者等の「つどいの場」

について検討しています。第一線を離れた高齢者

の多くは引きこもりがちな生活に陥りやすく、そ

の改善策としてサロンのような場の提供について

検討を始めたところです。今後、進捗についてご

報告できればと思います。 

安全を考える部会 活動報告 

部会長 塩尻利一 

５月 27 日に長野県教育委員会の研修会議に小

布施町社会福祉協議会とともに参加しました。テ

ーマは「地域づく 

りと防災」でした。 

７月 27 日には 

小布施町公民館長 

の堀込さんにお越 

しいただき、「防 

災と人権」をテー 

マにレクチャーし 

ていただきました。防災のスライドを見ながら、

体験豊かな話を講 

演していただきま 

した。 

◎みんなで築こう 人権の世紀  

◎考えよう 相手の気持ち  

◎未来へつなげよう 違いを認め合う心  

◎「まもる(いのち) ひろめる(ぼうさい)」 

みんなで一緒に考え、行動を起こさないといけ

ない。私たち住民も、防災について日頃から意識

しておくことが必要ではないかと感じました。 

環境を考える部会 活動報告 

部会長 工藤陽輔 

去る７月 25 日、環境を考える部会長を務めてお

られた鈴木宏道さんが亡くなりました。我々は大

黒柱を失い、喪失感いっぱいでありましたが、こ

れまで彼が頑張ってきた活動を無駄にはできず、

新スタートを切ることを決めました。 

この度、新たに部会長になりました工藤陽輔と

申します。小布施町で農業をやりたく移住して２

年足らずですが、皆様のお役に少しでも立てるよ

う頑張っていきたいと思います。よろしくお願い

します。 

これまで、環境を考える部会では、「生ゴミの減

量と堆肥化」をテーマに菌ちゃん堆肥化ワークシ

ョップの実施、小布施めぐる野菜の普及を中心に

活動してきました。この春に６次産業センター駐

車場に「菌ちゃん農園」を設けて人参の種を蒔き、

部会員皆で大切に育てました。それらの菌ちゃん

野菜を知っていただく「菌ちゃん農園野菜祭り」

を 10 月 10 日（体育の日）10 時から６次産業セン

ターで開催します。 

今回は、収穫した人参を使った野菜ジュースの

試飲、小布施めぐる野菜の販売を行います。菌ち

ゃんたっぷりで育った味を楽しんでもらえたらと

思います。皆様のご参加をお待ちしております。 


